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１ 国立保健医療科学院の特定健診・保健指導情報の電子化に関するホームページ

https://kenshin-db.niph.go.jp/soft/を開き、ダウンロードをクリック。 

２ 実施機関様お申し込みをクリック
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３ 同意するをクリック

４ 任意のログイン ID、パスワード等を入力して、登録確認を押す。（電話番号にハイフンは使用できま

せん。）

７ケタの医療機関コードの場

合は、後ろに０をつけます。

ログイン ID は任意の番号で

す。
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５ 情報を確認して、登録を押す。

６ 国立保健医療科学院からメールが届くので、メールにある URL をクリックして承認する。 
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７ ログインおよびダウンロード方法

ダウンロードをクリックし、登録した ID とパスワードでログインする。 
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８ ダウンロード画面へをクリック

９ 特定健診データファイルソフトと、マニュアルをダウンロードする。

※ ダウンロード画面へ進むと赤字の警告文がありますが、これは「共有ロック数上限値変更ツー

ル」についての注意書きです。今回ダウンロードするソフトとは関係ありません。

ここでは全部版のマニュアルがダウンロードできますが、インストール・初期設定につい

ては、横浜市版インストールマニュアル・操作マニュアル（別添 3-2,3-3）でも解説してい

ます。
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特定健診データファイルソフト 

インストールマニュアル

Version9.0 

国立保健医療科学院 

2018 年 3 月 

このマニュアルは、国立医療保険科学院で作成したものを基に、
横浜市が横浜市国民健康特定健診用に補記・編集したものです。
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3 インストールまたはバージョンアップする場合 

3-1 Zipファイルを解凍する

バージョンアップする場合は必ず、バックアップを保存してから、下記の手順に従ってバ

ージョンアップをしてください。また、バージョンアップの際に古いバージョンを削除す

る必要はありません。 

3-2 インストーラーを起動する

※（1-1 共通確認事項）の内容を確認してください。

① 下記のような確認ダイアログが表示される場合は、『はい』をクリックしてください。

 ①Setup.exe をダブルクリックし、セットアップウィザードを起動

させます。 

setup.exe に同梱されている HealthSetup.msi ではなく、 

必ず、Setup.exe をダブルクリックしてください。 

圧縮ファイルを解凍する。 

※圧縮ファイルの名前はこの限りでありません
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②インストーラーが起動し、セットアップウィザードが開始されます。

著作権に関する注意文を確認し、次へボタンをクリックします。 

＊上記の画面が表示されず、下記ダイアログが表示される場合があります。 

ダイアログの「はい」をクリックし、Web から「Microsoft .NET Framework Version 

2.0 再頒布可能パッケージ」をダウンロードして、インストールして下さい。 

この画面が表示されたら、 3-2 インストーラーを起動する へいってください。 

Web から「Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ」を

ダウンロードして、インストールし終えたら、もう一度初めからやり直してくだ

さい。 
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3-3 インストール先フォルダパスについての注意事項

(1) 本ソフトのインストール先に関しての注意事項が表示されます。

注意事項をよく確認してから、次へボタンをクリックします。 

パソコンの OS に Windows7 を使用されている方は、後の画面で設定を行うイ

ンストール先のフォルダは初期表示されるパスをご利用ください。

フォルダパスの指定を変更された場合、アプリケーションが正しく動作しな

い恐れがあります。 
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インストール先を変更する場合は、参照をクリックして任意の場所を選択します。

変えない場合は、次へを押します。
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3-6 インストール実行の確認

これでソフトをインストールする為の準備は完了しました。 

次へボタンを押すとインストールが開始されます。 

3-7 インストールの完了

インストールはこれで完了しました。この画面を閉じるボタンクリックで閉じて下さい。

ソフトの使用方法は[特定健診データファイル作成ソフト操作マニュアル]を参照して下さい。 
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国立保健医療科学院

2018 年 10 月 

特定健診データファイルソフト 

操作マニュアル 

Version9.3 

このマニュアルは、国立医療保険科学院で作成したものを基に、
横浜市が横浜市国民健康特定健診用に補記・編集したものです。
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1 はじめに 
目的

この文書では、本システムを使用して、健診機関が、特定健診の結果や、決済情報の標準的なデータフ

ァイルを作成する為の操作手順を示します。 

特定健診データファイルソフトについて

特定健診に関し、医療保険者に対して、委託先となる健診機関、その他医療保険者等が、健診の結果デ

ータを標準的データファイルの仕様に則って作成及び送付を可能とするシステムです。

エラーメッセージについて

本システムを使用していると、赤丸に！マークが出現することがあります。

これは、入力エラーなどがあることを知らせるマークで、マウスをマークに合わせることで、

エラー内容を確認することができます。
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使用方法

システムをインストールすると、次のいずれかの方法でアプリケーションを使用する事ができます。 

(1) デスクトップのアイコンをクリックする

デスクトップ上のショートカット[特定健診データファイルソフト]を
ダブルクリックします。

(2) スタートメニューをクリックする

Windows のスタートメニューから、[全てのプログラム]→[特定健診データファイルソフト]→
[特定健診データファイルソフト]をクリックします。
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(2) 特定健診データファイルソフトを開始します。(参照： 1-5 使用方法)
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4 健診機関情報の登録・更新を行う 

(1) 下記の図のように操作すると、健診機関情報管理画面を開くことができます。

メインメニューにて[マスタメンテナンス]

ボタンをクリックします。

マスタメンテナンスメニューにて[健診機関情報管理]

ボタンをクリックします。
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健診機関情報を登録する

④[閉じる]ボタンをクリックすると、健診機関情報管理画面を閉じ、

マスタメンテナンスメニュー画面が表示されます。

[機関番号]は提出用データの識別に使用される重要な項目です。 
お間違えのないよう、各機関に指定された 10 桁の機関番号を入力して下さい。 

① 健診機関情報管理画面を開きます。画面を開いたら、各項目への入力を行っ

てください。

入力項目に入力します。(*)がついた項目は必須項目で、省略する事は出来ません。 

入力を完了したら、[登録]ボタンをクリックします。 

②[登録]ボタンをクリックすると、登録確認メッセージが表示されるので、 
[はい]をクリックします。

③エラーが無ければ、登録完了メッセージが表示され、入力した情報が登録されます。
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[受診者情報登録後、続けて健診情報を登録する]は 
チェックを入れておくと受診者情報を登録後、

続けてその受診者の健診情報を登録できるようになります。

この機能を使用したくない場合は、

逆に[受診者情報登録後、続けて健診情報を登録する]のチェックを外してください。 
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5 医療保険者情報の登録・更新・削除 

マスタメンテナンスメニュー画面が表示されたら、

医療保険者情報管理画面が表示されます。

「医療保険者情報管理」ボタンをクリックします。
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医療保険者情報を登録する

(1) 下記のように操作をすると、医療保険者情報の登録を行うことができます。

① 医療保険者情報管理画面を開きます。

② 同画面の[新規]ボタンをクリックしてください。

[新規]ボタンをクリックします。 
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④[行の追加]ボタンをクリックすると、一覧に単価設定を入力する行が追加されます。契約単価に従っ

て、追加された行の各項目への入力を行ってください。

③ 医療保険者情報登録・更新・削除画面が表示されます。

基本情報の各項目への入力を行ってください。横浜市の保険者設定は次ページのとおりです。

基本情報の入力を完了したら[行の追加]ボタンをクリックしてください。

基本情報の各項目への入力を行ってください。(*)がついた項目は必須項目で、省略する事は出来ません。 

[行の追加]ボタンをクリックします 

追加された行へ、年度・委託料単価区分・単価の入力を行ってください。
・血清クレアチニン基本設定にチェックを入れると受付エラーとなります。
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sysmente
引き出し線
血清クレアチニン検査、人間ドックの単価は０を入力
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年度は元号２桁で入力（令和元年は01）



横浜市国民健康保険の保険者番号については表のとおり入力してください。

保険者番号 保険者名称 郵便番号 所在地
00144014 横浜市鶴見区 230-0051 横浜市鶴見区鶴見中央三丁目20番1号
00144022 横浜市神奈川区 221-0824 横浜市神奈川区広台太田町3番地8
00144030 横浜市西区 220-0051 横浜市西区中央一丁目5番10号
00144048 横浜市中区 231-0021 横浜市中区日本大通35番地
00144055 横浜市南区 232-0024 横浜市南区浦舟町二丁目33番地
00144063 横浜市港南区 233-0003 横浜市港南区港南四丁目2番10号
00144071 横浜市保土ケ谷区 240-0001 横浜市保土ケ谷区川辺町2番地9
00144089 横浜市旭区 241-0022 横浜市旭区鶴ケ峰一丁目4番地12
00144097 横浜市磯子区 235-0016 横浜市磯子区磯子三丁目5番1号
00144105 横浜市金沢区 236-0021 横浜市金沢区泥亀二丁目9番1号
00144113 横浜市港北区 222-0032 横浜市港北区大豆戸町26番地1
00144121 横浜市緑区 226-0013 横浜市緑区寺山町118番地
00144170 横浜市青葉区 225-0024 横浜市青葉区市ケ尾町31番地4
00144188 横浜市都筑区 224-0032 横浜市都筑区茅ケ崎中央32番1号
00144162 横浜市泉区 245-0024 横浜市泉区和泉中央北五丁目1番1号
00144154 横浜市栄区 247-0005 横浜市栄区桂町303番地19
00144139 横浜市戸塚区 244-0003 横浜市戸塚区戸塚町16番地17
00144147 横浜市瀬谷区 246-0021 横浜市瀬谷区二ツ橋町190番地
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⑤基本情報、基本・詳細単価設定への入力が完了したら、

[登録]ボタンをクリックしてください。

入力の完了を確認したら、[登録]ボタ

ンをクリックしてください。

24

sysmente
鉛筆



⑦次のメッセージが表示されたら、医療保険者情報の登録は完了です。

[保険者番号]は提出用データの識別に使用される重要な項目です。 
桁数は 8 桁となっております。入力の際はお間違えのないようご注意ください。 

⑥次のような確認ダイアログが表示されます。

登録を行う場合は、[はい]ボタンをクリックしてください。
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7 健診パターン情報を操作する 

健診パターン情報の登録方法を説明します。 

健診パターンは健診結果を入力する為の雛形として使用します。 

雛形を作成しておく事で、業務の手間を減らす事ができます。 

途中で操作が分からなくなった場合はここに戻って最初から操作をやり直して下さい。 

健診パターン情報管理画面を開く 

(1) 下記のように操作すると、健診パターン情報管理画面を開くことができます。

マスタメンテナンスメニュー画面にて

[健診パターン情報管理]ボタンをクリックします。 

健診パターン情報管理画面が表示されます。 
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健診パターン情報を登録する 

① [新規]ボタンをクリックして、健診パターン情報登録・更新・削除画面を開きます。

[新規]ボタンをクリックします。 
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パターン名（横浜市国保など）、No.（使われていない任意のもの）を入力

し、複製元パターン名は『２特定健診（基本項目+詳細項目）』を入力して、

複製ボタンを押します。

健診パターンとして、設定されている項目が表示されます。 

追加項目から追加された項目が表示されていきます。 

健診パターンに追加設定できる 

項目が表示されます。 

健診パターンから削除[→]ボタンを 

クリックすると選択している設定項目を

一覧から削除することができます。 

② 健診パターン情報登録・更新・削除画面が表示されます。
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健診パターンに追加[←]ボタンをクリックすると 

選択している追加項目を設定項目に追加できます。 

尿糖・尿蛋白・尿潜血、血清尿酸を追加します。
検査方法に沿った項目を１つずつ選びます。
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④ [登録]ボタンをクリックすると、登録確認メッセージが表示されるので、[はい]をクリックします。 

エラーが無ければ、登録完了メッセージが表示され、入力した情報が登録されます。
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8 支払代行機関情報を操作する 
支払代行機関情報の操作方法を説明します。

支払代行機関を指定して、請求処理などを行う場合は、当機能を使用して情報を登録します。

途中で操作が分からなくなった場合はここに戻って最初から操作をやり直して下さい。

支払代行機関情報管理画面を開く

(1) 下記のように操作すると、支払代行機関情報管理画面を開くことができます。

マスタメンテナンスメニューにて[支払代行機関情報管理]

ボタンをクリックします。
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支払代行機関情報を登録する

①下記のように操作すると、支払代行機関情報の登録を行うことができます。

②[新規]ボタンをクリックします。
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③支払代行機関情報登録・更新・削除画面が表示されます。

各項目への入力を下のとおり行い、入力が完了したら[登録]ボタンをクリックします。

各項目への入力を行います。

(*)がついた項目は必須項目で、 

省略する事は出来ません。

各項目への入力が完了したら[登録]ボタンをクリック

してください。

④次のメッセージが表示されるので、登録を行う場合は[はい]ボタンをクリックします。

⑤次のメッセージが表示されたら、支払代行機関情報の登録は完了となります。
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6 健診項目情報を操作する 
健診項目情報の登録方法を説明します。

医療保険者毎に、健診項目の単価及び基準値の設定を行う事ができます。

健診項目の操作を行うには、5 医療保険者情報の登録・更新・削除 にて、医療保険者が登録されてい

る必要があります。

途中で操作が分からなくなった場合はここに戻って最初から操作をやり直して下さい。

健診項目情報管理画面を開く

(1) 下記のように操作すると、健診項目情報管理画面を開くことができます。

マスタメンテナンスメニュー画面にて

[健診項目情報管理]ボタンをクリックします。 

健診項目情報管理画面が表示されます。
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健診項目情報の編集・登録を行う

登録を行いたい[医療保険者番号]を選択します。 

※医療保険者情報が登録されていない場合は、[共通マスタ項目]のみ表示されます。

共通マスタ項目とは、健診項目情報のいわば雛形です。

医療保険者毎に割り当ての際、共通の情報がある場合は、事前に共通マスタ項目を編集し

ておくと、作業の手間を少なくする事が出来ます。

①健診項目情報管理画面を開きます。
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血清クレアチニン、eGFR、血清クレアチニン（対象者）の単価に０を入力 

尿糖、尿蛋白、尿潜血全てに０を入力 
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単価の一括反映を行う

(1) 下記のように操作すると、全ての保険者に全ての健診項目の単価を反映することができます。

① [単価一括反映]ボタンをクリックします。

クリックしますと、全ての医療保険者に、全ての健診項目の単価が反映されます。

② [登録]ボタンをクリックすると、登録確認メッセージが表示されるので、[はい]をクリックしま
す。

③ エラーがなければ、登録完了メッセージが表示され、入力した情報が登録されます。
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⑤ エラーがなければ、登録完了メッセージが表示され、入力した情報が登録されます。

④ [登録]ボタンをクリックすると、登録確認メッセージが表示されるので、[はい]をクリック

します。
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受診者の情報を登録する

[新規]ボタンをクリックします。 

② 受診者情報登録・更新・削除画面が表示されます。

各項目への入力を行ってください。

次ページのように操作してください。

(1) 下記のように操作をすると、受診者情報の登録を行うことができます。

① メインメニューにて[受診者情報管理]ボタンをクリックします。受診者情報管理画面を開きま

す。[新規]ボタンをクリックしてください。
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各入力項目に入力します。

[医療保険者番号]を入力します。登録されていない医療保険者番号を入

力した場合は、[医療保険者情報・登録・更新・削除]画面を開きますの

で、そちらで医療保険者情報の登録を行います。(参照：5 医療保険者

情報の登録・更新・削除) 

[支払代行機関番号]を入力します。登録され

ていない支払代行機関番号を入力した場合

は、支払代行機関情報・登録・更新・削除

画面を開きますので、そちらで支払代行機

関情報の登録を行います。

定額負担、保険者上限額の場合金額を、定率負担

の場合は割合を%でそれぞれ入力します。 

※本システムでは、定額負担・定率負担を選んだ

場合、その健診に対する保険者上限額は指定でき

ません。

各項目への入力を完了したら、[更新]ボタンをクリックしてください。 

③[登録]ボタンをクリックすると、受診者情報の登録を行うことができます。

[はい]をクリックすると、受診者情報の登録が実行されます。 

“氏名(カナ)”には最大で全角 20 文字

まで入力できます。
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sysmente
引き出し線
和暦（６ケタ）で入力

sysmente
引き出し線
住所は全角入力

sysmente
引き出し線
西暦で入力

sysmente
引き出し線
入力不要

01111065
テキストボックス

sysmente
引き出し線
保険者番号を入れると、自動表示

01111065
テキストボックス

01111065
線

01111065
線

01111065
テキストボックス
⇒次々ページへ

sysmente
引き出し線
空白は入力しない
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10 健診の情報を操作する 

健診情報の操作方法を説明します。 

健診情報では、受診者情報ごとに健診結果を入力しますので、 

受診者情報が登録されていることが必要です。 

途中で操作が分からなくなった場合はここに戻って最初から操作をやり直して下さい。 

健診情報管理画面を開く 

(1) 下記のように操作をすることで、健診情報管理画面を開くことができます。

健診情報管理画面が表示されます。 

メインメニューにて[健診情報管理]ボタンを

クリックします。
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健診情報を登録する

10-3-1 健診の結果情報を登録する

① 健診情報管理画面を開きます。

一覧から健診基本情報の入力を行いたい受診者の選択にチェックを入れ、[結果入力]ボタンをク

リックします。

②次の確認メッセージが表示されます。編集を行う場合は[はい]ボタンをクリックします。

入力を行いたい受診者の選択にチェックを入れます。 入力対象の受診者を選択したら、[結果入力]ボタンを

クリックしてください。
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01111065
取り消し線

01111065
引き出し線
全て空欄のまま検索を押すと、全ての受診者が表示されます。



④選択した健診パターンに応じた項目が一覧に表示されます。

健診情報管理画面の一覧で選択した受診者情報が表示されます。

③健診情報登録・更新・削除画面が開きます。

健診パターン・健診プログラムサービスコードを次ページのとおり選択し、健診実施日を入力してくださ
い。
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U1901181
スタンプ

sysmente
引き出し線
西暦で入力

01111065
テキストボックス

U1901181
テキストボックス
健診パターン：7-2で作成した項目を選択（横浜市国保など）
請求区分 ：基本項目のみ→基本＋追加健診
詳細項目も行った場合→基本＋詳細＋追加健診を選択



⑤各項目の値に入力をしていきます。

健診項目により、検査結果もしくはコメントを入力することができます。

背景色は次の状態を表しています。

灰色：選択すると明細コメントを入力できます。黄緑色：入力されています。黄色：入力値に

エラーがあります。

コメント入力の項目を選択すると、明細コメント欄に入力カーソルが移動し、コメント入力状態

になりコメントが入力できます。エンターキーを入力すると、コメント入力状態が解除されます。 

各項目への入力を完了したら、[登録]ボタンをクリックしてください。 

特定健診の必須の基本項目がなんらかの理由により実施できない場合

あるいは実施する必要が無い場合には、「未実施」または「測定不能」を設定します。

例：BMI<20 である為、腹囲を測定しない場合：「未実施」を設定 

  生理中の女性で尿検査を実施しない場合：当該尿検査に「測定不能」を設定します。
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01111065
スタンプ

sysmente
引き出し線
検査値は、一番右の列にある注釈を見ながら入力します。



既往症が『１：特筆すべきことあり』の場合、次の（所見）の行をクリックして、明細コメント

に理由を記入（自覚症状、他覚症状についても同じ） 

※採血時間（食後）、空腹時血糖、HbA1c は全て必ず入力します。

血清クレアチニン：測定方法により、どちらかに入力 

※eGFR の入力は必須ではありません。

※血清クレアチニン（実施理由）、血清クレアチニン（対象者）は入力不要（横浜市では必須項

目のため。） 

45

01111065
スタンプ

01111065
テキストボックス



詳細項目を行った場合、以下の入力項目をすべてご入力下さい。入力項目のいずれかが未入力の

場合、詳細健診 として 扱われません。 

〇貧血検査の場合 

【入力項目】 

・ヘマトクリット値

・血色素 [ヘモグロビン値 ]

・赤血球数

・貧血検査（実施理由）：貧血の疑い、貧血の

既往あり 

○心電図検査の場合

【入力項目】 

・心電図（所見の有無）

・心電図（所見）有の場合

・心電図（実施理由）：検査結果による対象

者、不整脈の疑い 

・心電図（対象者） *1

○眼底検査の場合

【入力項目】 

・眼底検査（各分類）

・眼底検査（その他所見）：異常なし、異常あり

・眼底検査（実施理由）：検査結果による対象者

・眼底検査（対象者） *1

*1 「0」以外を選択します。

医師の診断（判定）：異常なし、要特定保健指導、要医療等を入力 

次の行をクリックして、診断した医師の氏名を入力 
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⑥健診項目の検査結果値・コメントへの入力が完了したら[登録]ボタンをクリックしてください。

次の確認メッセージが表示されます。 

⑦次のメッセージが表示されれば、健診情報の登録は完了となります。

上記のようなメッセージが表示されず、次のようなメッセージが表示される場合があります。 

[はい]をクリックすると、入力値のエラーがメモ帳で表示されます。 

画面では、エラーになった入力値の背景色が黄色で表示されます。 

 [はい]を選択すると、入力範囲外の値が設定された項目 No  健診項目と、入力可能範囲が Notepad

に表示されます。 

グリッドに表示している項目 No 項目名 入力可能範囲 
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必須項目を入力しない場合でも、登録自体はできますが、後の[メタボリックシンドローム

判定]を行う際に、正しく判定されない場合があります。 

上記のようなメッセージが表示されず、次のようなメッセージが表示される場合があります。 

[はい]をクリックすると、基本健診項目で未入力の一覧がメモ帳で表示されます。 

健診実施日の年度と医療保険者情報の年度が一致していない、受診者情報の委託料

単価区分と医療保険者情報の委託料単価区分が一致していない場合、メッセージが

表示されます。 

この確認ダイアログにて[OK]をクリックした場合、健診情報の登録は行われますが 

請求処理を行うことはできません。 

・受診者の健診実施日の年度と、医療保険者情報の年度が一致しているか

・受診者情報登録・更新・削除画面で選択している委託料単価区分が、医療保険者情

報に登録してあるものか

以上の 2 点を確認し、修正を行ってください。 

(参照：5-4 医療保険者情報の修正を行う) 

(参照：9-4 受診者の情報を画面から修正する) 

48



11 メタボリックシンドローム判定を実施する 

メタボリックシンドローム判定を行うことができます。健診情報の結果よりメタボリックシンドローム

判定・階層化を行いますので、特定健診情報が登録されている事が必要です。 

途中で操作が分からなくなった場合はここに戻って最初から操作をやり直して下さい。 

階層化管理画面を開く 

(1) 以下のように操作することで、階層化管理画面を開くことができます。

メインメニューにて[階層化管理]ボタンをクリ

ックしてください。 

階層化管理画面が表示されます。 
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メタボリックシンドローム判定・階層化を行う

(1) ①階層化管理画面を開き、検索ボタンを押します。

(2) ②受診者の階層化情報の参照を行います。

一覧からメタボリックシンドローム判定・階層化を行いたい受診者の選択にチェックを入れ

[メタボリックシンドローム判定・階層化]ボタンをクリックします。

メタボリックシンドローム判定・階層化を行いたい

受診者の選択にチェックを入れます。

判定対象の受診者を選択したら、[メタボリックシ

ンドローム判定・階層化入力]ボタンをクリックし

てください。

③確認メッセージが表示されますので、[はい]をクリックしてください。
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01111065
テキストボックス
※健診結果を修正したら、再度判定を行ってください。
誤った判定のままになる恐れがあります。



[メタボリックシンドローム判定・階層化]ボタンクリック時、選択した受診者の健診結果

に未入力の情報が含まれている場合、次のメッセージが表示されます。

[はい]を選択した場合、該当する受診者は入力済みの情報のみを用いてメタボリックシン

ドローム判定・階層化が行われる為、正確な判定が行われません。

健診結果が入力済みの受診者は判定が行われます。

正確に判定する為には、以下の手順を行ってください。

① 健診結果の再入力を行う。(参照：11-4 健診情報を階層化管理画面から修正する)
② 再度メタボリックシンドローム判定・階層化を行う。

(参照：11-3 メタボリックシンドローム判定・階層化を行う) 

④次のメッセージが表示されたら、メタボリックシンドローム判定・階層化は完了となります。
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結果通知表を印刷する

　同じ画面から受診者の健診結果情報を帳票に出力する

ことができます。

印刷を行いたい受診者の選択にチェックを入れます。

チェックを入れた受診者の帳票を印刷するには [結

果通知表印刷]ボタンをクリックし、“特定健診受診

結果通知表印刷画面”を開きます。
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プレビュー表示を行いたい場合は

[プレビュー表示する]ラジオボタンを 

クリックしてチェックしてください。

直接印刷を行いたい場合は

[プレビュー表示しない]ラジオボタンを 

クリックしてチェックしてください。

[単年度分の帳票]をクリックすると、前画面で選択した受診者の 

単年度分の健診結果通知表を印刷します。

① [特定健診受診結果通知表印刷]画面が開きます。
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01111065
引き出し線
３年度分の帳票が印刷できます。

01111065
引き出し線
単年度分の帳票が印刷できます。



② [プレビュー表示する]にチェックしていた場合、

以下のようなプレビュー画面が表示されます。

印刷ボタンを押すと、印刷処理を開始します。
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特定健診受診結果通知表出力例(単年度分) 

( 1 / 4 ) ( 2 / 4) 

( 3 / 4) ( 4 / 4) 
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3 年度分の特定健診受診結果通知表出力例 

( 2 / 2 ) ( 1/ 2 ) 
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12 請求情報を操作する 

請求処理の方法に関して説明します。

保険者マスタ、受診者情報に設定された請求情報をもとに、受診者の請求情報の作成を行い特定健康診

査 請求情報の出力を行います。

請求情報を作成することにより、受診者情報の標準フォーマット出力を行うことができます。

途中で操作が分からなくなった場合はここに戻って最初から操作をやり直して下さい。

請求処理管理・標準フォーマット出力画面を開く 

①下記の図のように操作することで、請求処理管理・標準フォーマット出力画面を開くことができます。

メインメニューにて[請求処理管理・標準フォー

マット出力]ボタンをクリックします。

請求処理管理・標準フォーマット出力画面が開きます。
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01111065
引き出し線
検索ボタンを押す



②請求処理の対象とする受診者を一覧から選択します。

[一括選択]ボタンをクリックすると、一覧に表

示されている受診者全ての[選択]にチェック

を入れることができます。

[一括解除]ボタンをクリックすると、一覧に表

示されている受診者全ての[選択]のチェック

が外れた状態となります。

既に請求処理を行った受診者で再び請求処理

を行いたい場合は、[請求データ再計算]にチェ

ックを入れてから[請求処理]ボタンをクリッ

クしてください。

請求を行いたい受診者情報を選択したら

[請求処理]ボタンをクリックしてくださ

い。

各列の表題をクリックすることで、並

び順の昇順・降順を変更することがで

きます。

請求処理を行いたい受診者情報の選択にチェックを入

れます。
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01111065
引き出し線
請求を行いたい受診者情報を選択したら
[請求処理]ボタンをクリックしてください。



＊ただし、過去に一度請求処理を行っている受診者については請求処理を行いません。複数の

受診者に対して請求処理を行う際に請求処理の行われない受診者が含まれている場合、これらを

除いた受診者のみ請求処理が行われます。

③受診者情報を選択した状態で[請求処理]ボタンをクリックすると、

次のメッセージが表示されます。[はい]ボタンをクリックしてください。

④受診者情報を選択した状態で[請求処理]ボタンをクリックすると、

次のメッセージが表示され、請求処理は完了となります。
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⑤ 請求処理が行われない場合について説明します。

このような例外ケースへの対処法について説明します。

例外 1. 

「過去に請求処理を行った受診者」以外に、請求処理が行われないケースも存在します。

このケースに該当する受診者情報が[請求処理]実行対象に含まれていた場合、次のメッセージが 
表示されます。

この時[はい]を選択すると例外ケースの受診者を除いた請求処理が行われ、請求処理完了後に例外

情報に対する詳細が Notepad に表示されます。 

[例外 1 への対処] 
選択した受診者に設定されている「年度(健診実施日の年度)＋委託料単価区分」が医療保険者情報

に設定されていない場合に表示されます。

医療保険者情報に新たに年度情報を追加するか、受診者情報の「委託料単価区分」を医療保険者

情報に存在する条件へ変更する必要があります。
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例外 2. 

例外 3 

[例外 2 への対処] 
選択した受診者に設定されている「年度(健診実施日の年度)＋委託料単価区分」に対応する情報が

医療保険者情報に設定されているが、年度情報の単価等の情報が取得できない場合に表示されます。 
医療保険者情報の年度情報を再登録する必要があります。

[例外 3 への対処] 
選択した受診者に設定されている「年度(健診実施日の年度)＋委託料単価区分」に対応する情報が

医療保険者情報に設定されているが、受診者情報の委託料単価区分または窓口負担情報が登録され

ていない場合に表示されます。

受診者情報の委託料単価区分、窓口負担情報を再登録する必要があります。
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13 健診データファイル(標準フォーマット)を作成する 

　続いて厚生労働省が指定している形式のファイルの出力を行い、圧縮ファイル形式(Zip)として 1 ファ

イルを生成します。複数の受診者を選択した結果、送付先機関が複数となった場合は、送付先機関毎に

標準フォ ーマットがまとめられ、送付先機関毎に圧縮ファイルが作成されます。

途中で操作が分からなくなった場合はここに戻って最初から操作をやり直して下さい。

＊選択している受診者数と実際に出力が行

われる件数が表示されます。
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01111065
引き出し線
受診者を参照し一覧に表示します。フォーマットの出力を行いたい受診者の選択にチェックを入れます。

01111065
引き出し線
標準フォーマット出力]ボタンをクリックします。

01111065
取り消し線



データに不備があった受診者の氏名（カナ） 標準フォーマット出力対象外となった原因

＊選択しているデータの状態によっては、標準フォーマット出力画面で[標準フォーマット出力]をク

リックしてから、選択した件数と出力件数が表示されるダイアログ表示の間に、次のメッセージが表

示されることがあります。

このメッセージが表示される原因として、

a．メタボリックシンドローム判定・階層化の未実施 

b．請求処理の未実施 

以上にあてはまる受診者情報が選択に含まれていると考えられます。

このダイアログにて[はい]をクリックすると標準フォーマット出力が行われなかったことを示すメッセージ表示後、

Notepad が表示され、エラー内容が表示されます。 
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その日に標準フォーマットを出力した回数を入力します。

ここには通常 1 を入力しておけば問題ありませんが、その

日既に標準フォーマットの出力を行っている受信者に対し

て再度出力を行う際は、以前とは異なる数字の入力を行っ

てください。異なる日に作成する場合は 1 を入力しておけ

ば問題ありません。

出力を行おうとしている受診者情報の

送付先機関番号が表示されます。

出力を行おうとしている受診者情報の

送付先機関名称が表示されます。

標準フォーマットの出力先を変更したい場合

は[出力先変更]ボタンをクリックします。＊ 

標準フォーマットの出力先パスが表示され

ます。

[出力]をクリックすると標準フォーマットの

出力を実行します。[出力先]に表示されるディ

レクトリに標準フォーマットの出力を行いま

す。

標準フォーマットを出力する際、Zip 形式で圧縮を行う

か、圧縮を行わないで出力するかを選択できます。

[閉じる]ボタンをクリックするとこの画

面は閉じられ、請求処理管理・標準フォー

マット出力画面が表示されます。

１
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・請求関連の項目が表示される場合、12-4 請求情報を編集する が行われていない可能性があります。 

・請求関連以外の項目が表示される場合、別システムからのリストア（取込）により

必要な項目が抜けている場合があります。

9-4 受診者の情報を画面から修正する または 10-4 健診の結果情報を修正する を行って下さい。

[OK]をクリックすると、エラー内容が 
Notepad に表示されます。 

＊厚生労働省の定める標準フォーマット形式に沿わない場合は、次のメッセージが表示されます。

65


	04_1_【別添3-1】電子請求ソフトダウンロードマニュアル
	04_2_特定健診データファイルソフトインストールマニュアル【改訂版】
	04_3_2特定健診データファイルソフト操作マニュアル【20201015改訂版】 - コピー
	保険者設定
	Sheet1





